
 
 

 
 

  

  

  

  

  

  

   

 

 

  

 

 

 ① 消化がよい

 噛み砕くことで食べ物が細かくなり、消化吸収されやすくなります。 

 ② 脳に刺激がいく

 歯でかむ刺激が脳に伝わり、脳が活性化されると言われています。 

 ③ むし歯になりにくい

 噛むことで唾液の分泌が促進され、唾液が歯を再石灰化します。 

 ④ 素材の味がよく分かる

 丸飲みだと素材の味を感じる間がありません。よく噛むことで食感、

風味などの違いが分かる情緒豊かな子になります。 

平成 25 年 4 月 プリズムへぐり発行（協力：南・はなさと保育園、子育て支援センター） 

平群ママにアンケートを取りました！ 

  

 

干しいも、ナッツ、ドライフ

ルーツをあげるとよく噛ん

で食べる。 

お焼きやスティック野菜を

あげると、喜んで噛んで食べ

てくれる。 

バナナをそのまま持たせる

と、一口ずつ前歯で噛んで食

べてくれるようになった。 

りんごを小さく切ってあげ

ると、前歯で上手に食べてく

れる。 

パンを小さくしておくと、手

づかみでしっかり噛んで食

べるように！ 

煮干し、昆布、するめなどを

おやつで与えて練習する。低

カロリーで栄養もある◎ 

小さく肉など細かく切ると、

手づかみで食べてくれる！ 
固めのおせんべいをあげる

と、普通に食べてくれる。 

手でパクパクさせながら、

「よく噛むよ～」と声かけし

ていると、意識して噛んでく

れている。 

おやつを抜いておなかをす

かせると、まだちゃんと食べ

ている。 

お兄ちゃん達に「カミカミ食

べておいしいよ～」って見せ

てあげてもらうようにした

ら、楽しそうにまねして食べ

てくれた！ 

 

どうして噛んで食べるといいのかな？ 


